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本
書
は
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
近
世
交
通
史
研
究
を
女
性
史
の
視
点
か
ら
さ

ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
飯
盛
女
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
風

俗
史
・
文
化
史
の
分
野
で
の
研
究
が
先
行
し
て
い
た
が
、
本
書
で
は
飯
蟻
女

の
実
態
分
析
を
通
し
て
宿
駅
制
に
内
在
す
る
諸
矛
盾
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
飯
盛
女
の
起
源

第
一
章
公
娼
制
の
成
立
と
飯
盛
女
の
存
在

第
二
章
宿
財
政
と
飯
祷
女

第
三
章
旅
篭
屋
の
成
立
と
飯
盛
女

第
四
章
飯
盛
女
設
置
反
対
運
動

第
五
章
飯
盛
女
の
存
在
形
態

第
六
章
飯
盛
女
を
め
ぐ
る
事
件

第
七
章
宿
駅
制
の
廃
止
と
飯
幡
女
の
動
向

飯
盛
女
と
は
、
宿
場
で
旅
行
者
の
宿
泊
・
食
事
の
賄
い
を
す
る
女
性
の
こ

と
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
法
令
で
は
「
食
売
女
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
庶
民

の
問
で
は
「
茶
立
女
」
・
「
留
女
」
等
と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
序
章

で
は
、
飯
盛
女
の
呼
称
と
起
源
に
つ
い
て
古
代
・
中
世
ま
で
遡
っ
て
検
討

〈
書
評
と
紹
介
〉

宇
佐
美
ミ
サ
子
著

『
宿
場
と
飯
盛
女
」
（
同
成
社
江
戸
時
代
史
叢
書
６
）

岩
橋
清
美

書
評
と
紹
介

し
、
近
枇
の
飯
盛
女
叙
述
の
前
史
と
し
て
い
る
。

第
一
章
で
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
に
幕
府
が
街
道
に
お
け
る
飯
盛

女
の
設
置
を
黙
認
す
る
に
至
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
期
か
ら
享

保
期
に
か
け
て
交
通
量
が
激
増
す
る
と
、
宿
場
は
人
々
の
交
流
の
場
に
な

り
、
公
用
人
馬
継
立
の
中
継
地
か
ら
遊
岨
と
し
て
の
性
格
が
狸
く
な
っ
た
。

公
用
の
通
行
者
の
ほ
と
ん
ど
が
無
賃
で
あ
っ
た
状
況
下
で
は
宿
財
政
を
維
持

す
る
た
め
に
も
、
宿
場
の
遊
里
化
は
抑
制
で
き
ず
、
幕
府
も
そ
れ
を
認
め
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
宿
場
の
立
場
か
ら
考
察
し

た
の
が
第
二
章
で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
束
海
道
小
田
原
宿
・
保
止
ヶ
谷
宿
、
Ⅱ
光
例
幣
使
街
道
太

田
宿
を
事
例
に
、
宿
財
政
の
逼
迫
と
そ
の
解
消
を
目
的
と
し
た
飯
盛
女
設
置

の
状
況
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
は
旅
篭
屋
の
種
類
・
規
模
・
奉
公
人
の
内
訳
を
東
海
道
保
土
ケ
谷

宿
・
日
光
例
幣
使
街
道
木
崎
宿
を
事
例
に
分
析
し
、
旅
篭
屋
経
営
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
章
で
は
、
宿
場
周
辺
の
農
村
か
ら
見
た
旅
篭
屋
・
飯
盛
女
の
存
在
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
飯
盛
女
の
存
在
は
宿
場
に
と
っ
て
は
宿
財
政
の

補
填
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
周
辺
農
村
の
村
役
人
層
は
、
飯
盛
女

が
若
者
層
の
風
俗
を
乱
し
、
農
村
荒
廃
を
誘
発
す
る
原
因
と
し
て
認
識
し
て

い
た
。
村
役
人
層
の
間
に
は
、
宿
の
遊
唄
化
を
取
り
締
れ
ず
旅
篭
屋
経
営
者

と
結
託
し
て
い
る
宿
役
人
へ
の
強
い
不
信
感
が
存
在
し
て
お
り
、
度
々
飯
盛

女
設
置
反
対
訴
願
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
訴
願
運
動
の
背
後

に
は
助
郷
負
担
を
め
ぐ
る
村
々
と
宿
場
と
の
対
立
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
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第
五
章
で
は
請
状
・
引
取
証
文
・
身
請
証
文
を
通
し
て
飯
盛
女
の
存
在
状

況
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
飯
売
下
女
奉
公
人
書
上
帳
」
か
ら

東
海
道
川
崎
宿
・
神
奈
川
宿
に
お
け
る
飯
盛
女
の
生
国
・
一
雇
用
時
の
年
齢
・

年
季
期
間
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
日
雇
用
時
の
年
齢
は
一
五
歳
か
ら
一
九
歳
に

集
中
し
て
お
り
、
年
季
期
間
は
三
年
以
上
一
○
年
以
下
が
全
体
の
七
○
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
る
。
稀
に
二
○
年
間
と
い
う
長
期
間
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
一
雇
用
契
約
時
の
年
齢
が
低
い
た
め
、
適
応
年
齢
に
な
る
ま
で
抱
主
が

養
育
す
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県
宿
・
川
崎
宿
に
お
け
る
飯
感
女

の
生
国
に
江
戸
が
多
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
と
周
辺
地
域
の
関

係
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
六
章
は
、
心
中
・
刃
傷
・
放
火
・
足
抜
き
・
欠
落
と
い
っ
た
飯
盛
女
を

め
ぐ
る
様
々
な
事
件
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
各
事
件
の
対
処
状
況
は
法
制
史

の
視
点
か
ら
も
大
変
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

江
戸
幕
府
の
宿
駅
制
度
は
明
治
五
年
（
’
八
七
二
）
に
廃
止
さ
れ
、
同
年

七
月
に
は
マ
リ
ア
・
ル
ス
号
事
件
を
契
機
に
「
娼
妓
解
放
令
」
が
出
さ
れ

た
。
第
七
章
で
は
、
「
娼
妓
解
放
令
」
公
布
後
の
状
況
を
取
り
上
げ
、
「
娼
妓

解
放
令
」
が
「
外
へ
向
け
て
の
ポ
ー
ズ
」
に
す
ぎ
ず
、
明
治
政
府
の
政
策
は

江
戸
時
代
の
公
妬
制
を
踏
襲
し
脚
編
成
し
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
と

し
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
本
書
は
著
書
の
こ
れ
ま
で
の
交
通
史
研
究

を
さ
ら
に
女
性
史
と
い
う
視
点
か
ら
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
綿
密
な
史

料
調
査
に
基
づ
く
叙
述
で
あ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
史
料

に
つ
い
て
は
、
読
み
方
や
丁
寧
な
解
釈
が
示
さ
れ
、
普
段
、
古
文
書
に
親
し

み
が
な
い
読
者
に
も
古
文
書
を
楽
し
み
な
が
ら
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
配

法
政
史
学
第
五
十
五
号

慮
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
末
尾
に
は
「
註
」
と
し
て
引
用
史
料
の
全
文
と
そ

の
出
典
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
読
ん
で
さ
ら
に
知
識
を
深
め
た
い
と

思
う
読
者
に
は
非
常
に
心
強
い
。

著
者
は
、
本
書
を
通
じ
て
、
江
戸
時
代
、
宿
場
で
性
労
働
を
強
い
ら
れ
た

飯
盛
女
達
の
実
態
を
「
女
性
」
の
目
線
で
分
析
す
る
こ
と
の
意
義
を
主
張
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
視
点
は
、
飯
盛
女
は
つ
が
□
ら
の
苦
況
を
綴
っ

た
口
上
書
の
分
析
等
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
結
論
は
、
各
宿
場

は
旅
行
者
の
「
買
春
」
行
為
に
宿
の
繁
栄
を
求
め
る
と
い
う
曲
折
し
た
構
造

の
上
に
成
立
・
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
「
近
世
社
会
に
お
け
る
性
差

別
構
造
」
の
最
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
る
と
言
え
る
。

著
者
の
こ
う
し
た
視
角
は
エ
リ
ー
ト
女
性
史
へ
の
反
発
と
地
方
史
研
究
の
影

響
を
受
け
て
成
立
し
た
底
辺
女
性
史
研
究
の
一
つ
の
成
果
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
は
飯
盛
女
に
つ
い
て
幕
府
・
宿
場
・
周
辺
農
村
そ
し
て
飯
盛

女
自
身
か
ら
分
析
を
試
み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ト
ー
タ
ル
に

捉
え
理
論
化
し
て
い
く
志
向
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

「
飯
盛
女
・
性
の
商
品
化
・
悲
惨
」
と
い
う
近
代
的
倫
理
で
前
近
代
社
会
を

規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
性
倫
理
の
実
証
に
基
づ
く
概

念
規
定
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概

念
を
組
み
込
ん
だ
論
証
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
で
本
書
の
紹
介
を
終
わ
り
に
し
た
い
。

筆
者
の
力
量
不
足
か
ら
著
者
の
意
図
を
十
分
に
理
解
出
来
て
い
な
い
点
を
御

寛
恕
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
皆
様
に
一
読
を
お
薦
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

〔
一
一
○
○
○
年
刊
四
六
判
二
二
四
頁
一
一
五
○
○
円
十
税
同
成
社
〕

七
六
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